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○
○
四
年
に
都
道
府
県

唯
一
の
国
際
貢
献
県
条
例
を

施
行
し
た
岡
山
県
。
そ
の
出

発
点
と
な
っ
た
の
は
、
「
岡

山
発
の
国
際
貢
献
を
考
え
る

会
」
。
県
内
外
の
有
識
者
七

人
が
○
五
年
、
条
例
制
定
や

緊
急
支
援
の
物
資
備
蓄
基
地

設
置
な
ど
を
求
め
る
報
告
書

を
ま
と
め
た
。
そ
の
中
に
盛

Ｓ靫れ
り
込
ま
れ
た
「
岡
山
発
国
際

貢
献
推
進
協
議
会
」
が
設
立

を
目
指
し
て
動
き
始
め
た

中
、
考
え
る
会
会
長
を
務
め

た
明
石
復
元
国
連
事
務
次

長
に
今
後
の
地
方
自
治
体
の

国
際
貢
献
の
在
り
方
や
岡
山

県
の
目
指
す
方
向
を
聞
い

た
。
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）
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－
考
え
る
会
の
報
告
か
う
二

年
、
岡
山
県
の
国
際
貢
献
施
策

の
推
進
状
況
を
ど
う
み
て
い
る

か
。　

報
告
書
に
は
岡
山
県
の
経

験
、
実
績
を
考
え
れ
ば
十
分
実

現
で
き
る
内
容
を
期
待
と
と
も

に
盛
り
込
ん
だ
。
土
台
と
な
る

県
条
例
、
救
援
物
資
の
備
蓄
基

地
が
で
き
た
の
は
素
晴
ら
し
い

,;'ム
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貝．

先
進
的
医
療

有
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ

　あかし・やすし　TL93TL年
秋田県生まれ。米国バージ
ニア大大学院修了。 57年日
本人として初めて国連入
り。79年広報担当事務次長。
事務総長特別代表（カンボ
ジア暫定統治機構）、人選
問題担当事務次長などを歴
任し97年に退官。現在ＮＰ
Ｏ法人日本紛争予防センタ
ー会長、スリランカ平和構
築及び復旧・復興担当日本
政府代表など務める。

Ｓ
－
１
－

潜
在
能
力
生

つか
せ

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・

が
、
登
録
制
の
国
際
救
援
士
制

度
な
ど
実
現
で
き
て
い
な
い
項

目
も
あ
り
残
念
。
た
だ
、
他
県

と
比
べ
れ
ば
岡
山
県
は
国
際
貢

献
の
先
進
県
。
誇
っ
て
も
良
い

と
思
う
。

　
―
国
際
貢
献
は
地
方
自
治
体

の
職
務
、
と
の
認
初
度
は
低
い
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
か
進
み
国
境

の
敷
居
が
低
く
な
っ
た
結
果
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
懇
、
企

業
、
宗
教
団
体
、
地
方
自
治
体

な
ど
の
非
国
家
主
体
が
国
際
社

会
に
進
出
し
て
き
た
。
中
で
も

地
方
自
治
体
は
組
織
力
、
企
画

寂
行
動
力
な
ど
で
大
き
な
能
　
Ｉ
地
方
自
治
体
の
財
政
事
情
だ
あ
る
と
思
う
。
地
方
の
湯
合

力
を
持
っ
た
存
在
。
国
際
貢
献
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
も
同
じ
。
福
祉
、
教
育
、
治
安

へ
の
参
加
を
国
際
社
会
が
求
め
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
ど
う
し
て
ち
や
ら
ね
ば
な

て
い
る
。
加
え
て
国
家
、
中
で
　
国
の
場
合
も
財
政
が
非
常
に
ら
な
い
こ
と
か
あ
る
が
、
国
際

も
日
本
は
良
い
こ
と
を
行
う
の
厳
し
い
。
過
去
五
年
ほ
ど
で
政
貢
献
も
そ
の
Ｉ
つ
と
私
は
と
ら

だ
が
、
図
体
が
大
き
い
あ
ま
り
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
が
実
え
て
い
る
。

に
政
策
決
定
に
時
聞
か
掛
か
質
半
分
に
な
っ
た
。
先
進
国
は
　
Ｊ
岡
山
が
国
際
貢
献
に
取
り

り
、
実
行
時
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を
国
民
総
所
得
の
Ｏ
・
７
％
を
途
組
む
に
当
た
り
優
れ
た
点
は
あ

失
し
て
い
る
事
例
が
多
い
。
地
上
回
支
援
に
充
て
る
、
と
の
目
る
か
。

方
自
治
体
は
首
長
の
判
断
で
ス
鎖
ダ
九
七
〇
年
代
か
ら
国
連
　
岡
山
県
に
続
い
て
国
際
貢
献

ム
ー
ズ
に
動
け
る
。
現
場
の
大
で
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
達
成
県
条
例
を
制
定
す
る
動
き
が
な

半
は
相
手
国
の
地
方
で
あ
り
、
し
て
い
る
の
は
数
力
回
の
み
。
い
の
は
、
役
所
が
旗
を
振
っ
て

支
援
対
象
の
人
だ
ち
と
同
じ
目
日
本
は
Ｏ
・
２
％
前
後
で
あ
り
も
地
域
に
受
け
止
め
る
力
が
無

線
で
活
動
で
き
る
強
み
ち
あ
国
民
の
一
人
と
し
て
残
念
。
国
け
れ
ば
駄
目
だ
と
い
う
表
れ
。

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
に
は
無
駄
、
ぜ
い
た
く
が
ま
ス
リ
う
ン
カ
和
平
の
政
府
代
表

を
任
さ
れ
て
反
政
府
勢
力
タ
ミ

ル
・
イ
土
フ
ム
解
放
の
虎
と
交

渉
し
た
際
、
日
本
か
ら
の
後
作

を
″
平
和
の
配
当
″
と
し
て
平

和
構
築
に
生
か
し
た
い
と
思
っ

た
。
真
っ
先
に
浮
か
ん
だ
の
は
、

十
分
な
実
績
、
国
際
的
展
開
能

力
を
待
つ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

　
宋
部
・
岡
山
市
檜
津
）
。
直

ち
に
巡
回
診
療
な
ど
を
実
施
し

て
も
ら
い
、
国
に
と
っ
て
も
強

力
な
外
父
資
産
と
な
っ
た
。
他

に
も
有
力
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
お
り
、

こ
れ
ら
が
岡
山
の
核
に
な
っ
て

い
る
。

　
１
岡
山
県
は
人
口
百
九
十

五
万
人
と
世
界
の
中
で
み
る

と
、
小
さ
な
存
在
。
よ
り
実
の

挙
が
る
国
際
貢
献
を
す
る
に

は
。

　
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
人
口
的
四
百

五
十
万
人
の
小
国
な
が
ら
国
際

貢
献
、
平
和
構
築
で
名
を
は
せ

て
い
る
。
岡
山
に
は
先
進
的
な

医
療
、
有
力
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
お
り
、

中
央
に
で
き
な
い
こ
と
を
地
方

で
や
ろ
う
、
と
い
う
問
題
意
識

を
待
っ
た
人
物
も
多
い
。
潜
在

能
力
を
生
か
せ
ば
ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
半
分
く
ら
い
の
仕
事
は
で
き

る
。
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